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第 6 回青空地衣教室（関東：北鎌倉円覚

寺）の記録 

去る 11 月 16 日に本年度関東地区での 2 回目の観察

会として第６回青空地衣教室を開催したので報告する． 

＊ ＊ ＊ 

開催日： 2003 年 11 月 16 日（日） 

開催場所： 神奈川県鎌倉市円覚寺

（えんがくじ） 

内容： 平地の地衣類を観察する 

参加者： 11 名 

 

北鎌倉駅改札口で集合し，すぐ駅前

にある円覚寺の境内で地衣類を観察し

た． 

北鎌倉地区は，鶴岡八幡宮などのあ

る市街地から巨福呂坂（こぶくろざか）

切り通しを北西に抜けた一角で，円覚

寺の他に建長寺や東慶寺などの名刹が

ある．南北に森の残る小高い丘があり

数多くの地衣が残っている．円覚寺境内では，ウメノキ

ゴケやキウメノキゴケ，トゲウメノキゴケ，トゲハクテ

ンゴケなどの葉状地衣，ヒメレンゲゴケ，ヒメジョウゴ

ゴケなどの樹状地衣，ヘリトリゴケやコナイボゴケ，イ
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図 1．記念撮影． 
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ワニクイボゴケなどの痂状地衣を観察できた．円覚寺に

は総門から入るのだが，入ってすぐ正面の石段を登った

仏殿，山門，すぐ西側の選仏場のあたりで観察しただけ，

ほとんど移動することもなく時間が経ってしまった．最

後にその境内で記念撮影をした（図 1）． 

今回はスケジュールの関係で参加いただけなかった

が，観察会の資料作成に当たり千葉県立中央博物館の原

田さんには大変お世話になった．この場を借りて御礼を

申し上げたい． 

(木下靖浩・安斉唯夫：地域活性化委員会関東) 

 

第 6 回青空地衣教室の報告 

未明の強い雨も上がり，晴天に恵まれ，女性 3 名，

男性 8 名（小学生の男の子１名を含む），午後１時に

北鎌倉駅に集合しました．集合時間の前より，男の子の

採集してきた，紙箱に入れた苔の観察会？がもう始まり

ました． 

担当の木下さんの制作した資料を片手に，もう一方に

ルーペやカメラなどを手に，円覚寺の石段を上り，総門

を通り，さらに石段を上った，三門とその先の仏殿（天

井に白龍の図）のあるところ

が地衣観察地でした． 

三門を通りぬけた先の仏殿

のある場所は，石垣で少し高

くなっていて，仏殿に向かっ

て右側の石垣で最初の地衣を

観察しました． 

この石垣，高さ 70cm ぐら

いで，観察には腰をかがめな

ければならないのですが，石

垣に沿って側溝があり，これ

が結構深く 60cm 程．しかも

底には水もなく，“掃き清め”

られていて，底に下りて観察

すると，まことに好都合．ウ

メノキゴケ，ヘリトリゴケ，

ヒメレンゲゴケなどがあります． 

石垣の前には，カエデ，桜，梅の三本．カエデや梅に

は，目立つ地衣の着生はなかったが（コナイボゴケ），

桜には，小さなウメノキゴケ，蘚苔類に混じってトゲウ

メノキゴケなど．皆さん，さっそくルーペやカメラ，ノ

ートの大活躍でした． 

石垣の左の方，松嶺院（檀家を増やすためなのか，工

事中）の直径 60cm 程の桜の木の上部にキウメノキゴ

ケが多数見られ，石段を上がり，回りこむと，西から北

西の面にキウメノキゴケが沢山貼り着いています．反対

側には，しょぼくれたウメノキゴケが少しだけです．こ

のキウメノキゴケ，この付近ではこの木にしか見られな

いとのことです．一同，ルーペやカメラ，ノート，資料

を参考にし，粉芽，裂芽，パスチュール談義を，しばし

行う．いやぁ，皆さん熱心でした． 

松嶺院から歩道に沿って少し進むと，また桜の木．こ

れには，トゲウメノキゴケが多数貼り着いています．こ

れまた見事です．やはりこの付近ではここにしか見られ

ないとのことです． 

 

図２．クロウラムカデゴケ． 
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さらに少し進んで，ビャクシン？の木には，クロウラ

ムカデゴケがこれまた多数着生しています(図 2)．ルー

ペの大活躍です．更に“白いの”． 

専門家によると，チョークタケと言う菌とのことでし

た．チョーク？だの．ペンキだの．これはイメージが膨

らみ，みんなニコニコ顔でした． 

ビャクシンの北側のカエデにはモジゴケが少し，しか

し，“チョーク”，“ペンキ”，クロウラムカデゴケに

熱心で，誰も見ていません． 

ここまでの３本，何れの木にも，この付近では，この

木だけという，孤高の地衣達です．“ライブ地衣図鑑”

にでもしたらどうでしょうか．キウメノキゴケ，トゲウ

メノキゴケ，クロウラムカデゴケです． 

ビャクシンの木の目前に選仏場（仏を選び出す堂宇の

こと？）があり，右側には仏殿があります．選仏場は，

その奥に，仏像（薬師如来？）が一体あり，観光客が沢

山，入っていってはすぐに出てきます．観光客が選仏場

に入って行く左の石塔には，頭部にヤマトキゴケ，そし

てウメノキゴケが，右の石塔には，マツゲゴケ，下部に

コフキジリナリアがあります． 

石塔に群がる“カナブン！”達（どこかで聞いたよう

な見たような）．観

光客たちは，「“カ

ナブン”だ“カナブ

ン”だ」，ではなく，

「苔の学者さんだ，

苔の学者さんだ」と

言っては，選仏場の

中に入っては，すぐ

に出てきます． 

 

右を向くと梅の

木が仏殿の横に数

本，しかしこの梅の

木には，ウメノキゴ

ケどころかめだっ

た地衣は着生してないようです． 

選仏場を龍隠庵の方に左に曲がり進むと，居士林（坐

禅道場，柳生流の剣道場を移築）側の桜の木には，トゲ

ハクテンゴケ（図 3）が，一個体あります．これも孤高

の地衣のようです．その他ウメノキゴケ，コフキジリナ

リア，上部にはマツゲゴケ？が着生してます．一個体の

トゲハクテンゴケに順番待ち状態でした． 

最後は仏殿の前の左側の石塔でした．イワニクイボゴ

ケ．ここまで来ると，“カナブン”だか“苔の学者さん”

だかも疲れてきたようです．この感想文？を書いている

私も，思い出しながら書いているので少々疲れてきまし

た．そろそろ終了のようです． 

みんな，地衣の着生していそうな樹木や岩などを探し，

カメラで粘る方，地衣の話の輪を広げる方々，いろいろ

でした． 

復習のため歩きまわると，仏殿左側の石塔にはウメノ

キゴケをみました．その左側の大きなビャクシンの木は

鎌倉市の天然記念物で，このビャクシンには着いていな

いようです．「市 然記念物」と書かれた標柱には，書

かれた文字が見えなくなるくらいに地衣？が着生して

います．しかもこの標柱はプラスティックでコーティン

図２．トゲハクテンゴケ． 
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グしているように見えます．ロープが張ってあるのと，

標柱が高いのでよく見ませんでした．更に左の直径

30cm ぐらいの松の木には，ウメノキゴケ？がびっしり

着いています．これもロープの中なので，よく見ていま

せん． 

これで観察報告すべて？です．記憶違いがあると思っ

てます．それは「ゴメン」ということでお願いします．

観察場所は，仏殿付近だけで奥の方に行く時間はありま

せんでした．奥のほうにもありそうだね，とおっしゃっ

ている方もいました． 

この付近では，仏殿に向かって左側（北側）の樹木に

多くの地衣が着生しています．しかも樹木の西から北側

面に多く着いています．仏殿の右側（南側）には車道が

あり，樹木が少ないせいかもしれません，日が当たらな

いためかもしれません．着生，生育に最適な環境がある

のでしょうか． 

皆さん，鎌倉に行けば円覚寺でしょう．そのときは是

非に“円覚寺地衣”も見てきてください．木下さんの“円

覚寺地衣地図”は役に立ちます．私も後日，復習に行き

たいものです． 

仏殿をバックに全員でパチリとやって解散しました．

皆それぞれ“地衣の新しさ”を発見した秋の一日でした． 

（小山内行雄: 日本工業大学 共通系 非常勤講師） 
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